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ら
、
３
億
３
０
０
０
万
円
を
増
額

し
、
総
額
13
億
４
８
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
村
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
た

め
の
林
業
振
興
費
と
ニ
ニ
ウ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
解
体
費
用
が

主
な
も
の
で
す
。

【
一
般
会
計
】

問
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
構
成
員
は
。

答
　
湯
の
沢
温
泉
に
薪
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
す
る
に
当
た
り
、
道
補
助
金
を

使
い
ま
す
が
構
成
員
は
、
㈱
ス
ポ
ー

ト
ピ
ア
、
㈱
高
橋
重
機
、
㈲
長
瀬
産

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
促
進
委
員
会
︵
Ｎ
Ｅ
Ｐ

Ａ
︶
、
村
で
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

問
　
一
般
家
庭
に
お
け
る
薪
使
用
の

普
及
は
。

答
　
薪
利
用
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
一

般
家
庭
で
の
消
費
量
を
見
な
が
ら
消

費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
薪
の
置
き
場
所
は
、
旧
斎
藤
木

材
跡
地
︵
宮
下
地
区
︶
を
予
定
し
て

い
る
が
、
企
業
誘
致
へ
の
影
響
は
。

ま
た
、
土
地
使
用
は
有
料
か
。

答
　
旧
斎
藤
木
材
跡
地
は
、
企
業
誘

致
の
斡
旋
候
補
地
で
す
が
、
２
万
３

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
１

第
４
回 

臨 

時 

会

【
平
成
25
年
7
月
30
日
】

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
普
通
交

付
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

　
　

平成25年度　補 正 予 算
〜 第４回臨時会 〜

一般会計（第３号） 1億6,560万円増
  総額23億4,080万円⇒25億640万円
・財政調整基金積立金　　　　　　  5,000万円増
・ニニウサイクリングターミナル等解体工事　　
　　　　　　　　　　　　　　　　  3,472万円増
・薪生産機器購入（３種類）      　  2,640万円増
・木質バイオマス推進モデル事業
　コンソーシアム構成員負担金　　  3,864万円増    
＊財源～地方交付税など

公共下水道（第２号） 380万円増
  総額9,500万円⇒9,880万円

・個別排水処理施設設置工事など

簡易水道（第２号） 7,100万円増
  総額 1億1,630万円⇒1億2,340万円

・水道施設用地取得費など

●林業振興費（木質バイオマス関連事業）
　に約７２００万円
●ニニウサイクリングターミナル
　取り壊しに約３５００万円

　
平
成
25
年
第
４
回
臨
時
会

は
、
７
月
30
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
補
正
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　  (

傍
聴
30
日 

１
人)

補　

正　

予　

算

○
通
信
網
不
感
地
帯
の

　
　

情
報
伝
達
実
証
訓
練

　
平
成
23
年
５
月
に
発
生
し
た
Ｊ

Ｒ
石
勝
線
の
列
車
脱
線
炎
上
事
故

を
教
訓
と
し
て
、
情
報
伝
達
実
証

訓
練
が
同
事
故
現
場
で
７
月
22
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
の
行
政
報
告

質
　
疑

購
入
予
定
の
グ
ラ
ッ
プ
ル
ソ
ー
に
よ
る
作
業

千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
使
う
予
定
な
の

で
、
企
業
誘
致
が
あ
っ
て
も
問
題
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
土
地
代
は
無
償
貸
付
と
し
ま
す
。

　
訓
練
内
容
は
、
旭
川
消
防
本
部
配

備
の
無
線
中
継
車
が
、
北
海
道
総
合

行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
同
本
部
通
信
司
令
室
と
占
冠
村

へ
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
伝
達

を
確
認
し
、
消
防
占
冠
支
署
へ
は
、

同
本
部
通
信
司
令
室
と
占
冠
村
の
両

方
か
ら
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
ォ
ー
マ
回
線
を
使
用
し
、
現

地
カ
メ
ラ
か
ら
の
鮮
明
な
画
像
を
役

場
内
の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し
ま
し

た
。
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結
等
を
求
め
る
旨
の
通
告
を
議
決
す

る
た
め
の
条
例
で
す
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
次
の
財
産
を
無
償
貸

し
付
け
し
ま
し
た
。

　
土
　
地
　
５
０
３
１
㎡

　
　
　
　
　
︵
旧
斎
藤
木
材
跡
地
︶

　
建
　
物
　
木
造
平
屋
建
て
４
棟

第
５
回 

定 

例 

会

【
平
成
25
年
9
月
26
〜
27
日
】

平成25年度　補 正 予 算
〜 第５回定例会 〜

一般会計（第４号）　　  4,300万円増
  総額25億640万円⇒25億4,940万円
・職員パソコンリース料　　　　　515万円増
・歯科診療所排水施設整備　　　   250万円増
・村道ホロカ幾寅線道路改修 　    240万円増
・道路・住宅・公共施設修繕料　1,646万円増    
・物産館ＡＥＤ設置　　　　　　　  50万円増
＊財源～地方交付税など

村立診療所（第２号）　　 367万円増
  総額9,020万円⇒9,387万円

・トマム診療所修繕料など
介護保険（第1号）　　　　 10万円増
  総額1億1,100万円⇒1億1,110万円

・介護予防事業の燃料費など

国民健康保険（第１号）　   20万円増
  総額１億3,300万円⇒1億3,320万円

・退職被保険者等高額療養費

●木質バイオマス機械類の購入と
　無償貸与を決める
●道州制導入に反対する意見書を提出

　
平
成
25
年
第
５
回
定
例
会

は
、
９
月
26
・
27
日
の
２
日
間

開
催
し
ま
し
た
。
条
例
６
件
・

補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
一
般
質
問
は
７
議
員

が
行
い
、
活
発
な
論
議
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　  (
傍
聴
26
日
５
人 

27
日
１
人)

補　

正　

予　

算

議
会
の
議
決
す
べ
き

　
　
　
　
　

条
例
を
制
定

財
産
の
無
償
貸
し
付
け

動
産
購
入
契
約
を
締
結

　
　
　
　
　
３
０
５
㎡

　
物
　
品
　
グ
ラ
ッ
プ
ル
ソ
ー
１
台

　
　
　
　
　
ミ
ニ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

　
　
　
　
　
１
台
　
薪
割
機 

１
台

　
相
手
先
　
木
質
バ
イ
オ
ス
生
産
組

　
　
　
　
　
合

　
期
　
間
　
無
償
貸
付
の
期
間

　
　
　
　
　
契
約
日
か
ら
平
成
30
年

　
　
　
　
　
３
月
末
日
ま
で

　
一
件
７
０
０
万
円
以
上
の
財
産
取

得
す
る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
が
必

要
で
、
契
約
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
目
　
的
　
グ
ラ
ッ
プ
ル
ソ
ー
購
入

　
金
　
額
　
１
４
４
３
万
７
５
０
０

　
　
　
　
　
円

　
相
手
方
　
旭
川
市
　
コ
マ
ツ
建
機

　
販
　
売
　
㈱
北
海
道
カ
ン
パ
ニ
ー

　
　
　
　
　
旭
川
支
店

　
歳
入
で
は
、
今
年
度
の
地
方
交
付

税
の
確
定
か
ら
、
８
２
９
６
万
５
千

円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
村
職
員
と
教
職
員
用

の
パ
ソ
コ
ン
更
新
と
し
て
約
１
２
０

０
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

問
　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
修

繕
に
８
万
７
千
円
計
上
し
て
い
る

が
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
変
え
る
予
定
は

あ
り
ま
す
か
。

答
　
今
の
と
こ
ろ
修
繕
し
な
が
ら
使

用
し
ま
す
が
、
将
来
、
薪
ボ
イ
ラ
ー

の
設
置
が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
と

あ
る
が
、
対
象
年
齢
は
。

答
　
村
に
住
民
登
録
し
た
方
で
、
平

成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
が
対
象
で
す
。

問
　
中
央
団
地
の
防
水
改
修
工
事
に

２
４
２
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、
い

つ
に
な
っ
た
ら
雨
漏
り
が
直
る
の
で

す
か
。

答
　
中
央
団
地
Ａ
棟
で
す
が
、
数
回

に
わ
た
り
補
修
し
て
い
る
が
、
今
回

の
全
面
的
な
防
水
工
事
で
当
分
の
間

は
大
丈
夫
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
運
動
公
園
の
遊
具
を
撤
去
し
ま

す
が
、
今
後
、
整
備
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
新
設
は
し
ま
せ

ん
が
、
推
移
を
見
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

質
　
疑

※

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
と
は
？

　
富
良
野
市
︵
中
心
市
︶
と
締
結
し
、

人
口
定
住
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確

保
す
る
た
め
に
、
相
互
に
役
割
分
担

し
た
連
携
を
決
め
る
も
の
で
す
。
国

か
ら
財
政
支
援
と
し
て
、
毎
年
上
限

１
０
０
０
万
円
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
村
が
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特

別
会
計
の
決
算
認
定
は
、
決
算
特
別

委
員
会
︵
委
員
長
・
山
本
敬
介
︶
を

設
置
し
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

人人

事事

案案

件件

○
災
害
時
行
政
情
報

　
　
　
　

伝
達
に
つ
い
て

　
本
村
の
状
況
で
は
、
緊
急
な
情

報
提
供
は
広
報
車
に
よ
り
周
知
を

し
て
い
ま
す
が
、
機
密
性
が
高
い

最
近
の
住
宅
で
は
十
分
に
聞
こ
え

な
い
状
態
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
ニ
セ
コ
町
の
ラ
ジ
オ
放

送
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
色
は
、
電
波
が
届
け
ば
家
庭

の
ラ
ジ
オ
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
、
携
帯

電
話
に
よ
る
受
信
が
可
能
で
、
端

末
機
を
移
動
で
き
る
こ
と
か
ら
機

動
性
が
優
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
情
報
伝
達
の
手
段
と

し
て
防
災
や
医
療
、
福
祉
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
対
策
と
連
動
で
き
な

い
か
検
討
を
進
め
ま
す
。

村
長
の
行
政
報
告

区　分

村の比率

基　　準

7.6％

（25.0％）

—

（350.0％）

※将来負担比率は、今回マイナスのため数値はでま

　せん。（前年度25.6％）

※基準を越えた場合は｢財政再生団体｣となります。

　
村
の
平
成
24
年
度
財
政
比
率

は
、
表
の
と
お
り
監
査
委
員
の
審

査
を
経
て
、
議
会
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
健
全
化
判
断
比
率
に
よ
り
、
全

国
共
通
の｢

モ
ノ
サ
シ｣

で
各
自
治

体
の
財
政
の
健
全
度
を
測
る
も
の

で
、
村
は
財
政
健
全
化
団
体
に
区

分
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
財
政
は

　
　
　  

適
正

村
の
財
政
は

　
　
　  

適
正

村
の
財
政
は

　
　
　  

適
正

実質公債費
比率

将来負担
比率

○森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方

　の財源確保のための意見書

　自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森

林・林業・山村対策の抜本的な強化を図ることに加え、二

酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整

備・保全等を推進する市町村の役割を踏まえ、「石油石炭

税の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応

じて譲与する仕組みの構築を強く求めました。

○道州制導入に反対する意見書

　全国町村議会議長会では「道州制は絶対に導入しないこ

と。」とする要望を決定し、政府、国会に対し、要請して

きています。与党においては「道州制への移行のための改

革基本法案」を国会に提出し、我々の要請を無視する動き

をみせています。

　事務権限の受け皿という名目のもと、ほとんどの町村に

おいては、事実上の合併を余儀なくされる恐れが高いの

で、道州制の導入に断固反対します。

○消費税増税中止を求める意見書

　消費税はそもそも、低所得者ほど負担の重い税金です。

この不況下で税率を引き上げれば、国民の消費はさらに落

ち込み、自治体内の地域経済は大打撃を受けます。価格に

税金分を転嫁できない中小業者の経営を追い込み、消費税

倒産や廃業が増えることは必須です。そこで働く人々の賃

金抑制と雇用不安につながり、自治体財政にも深刻な打撃

を与えることから、消費税増税の中止を求めます。

山田哲秀 氏池田博美 氏

教
育
委
員
会
委
員

　
任
期
満
了
と
な
っ
た
山
田
哲
秀

氏
、
池
田
博
美
氏
を
引
き
続
き
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議会は、どなたでも気軽に
傍聴する事が出来ます。

12月16日（月）  午前10時～
　　 17日（火）  午前10時～

・傍聴するのに特別な服装や準備は必要あり

　ません。

・途中入場や途中退場も自由です。

・傍聴人は自由に写真やビデオを撮ったり、

　録音することができます。

・議場は総合センター（役場庁舎）３階です。

　お気軽においでください。

今後の予定 12月定例会


